
【請求項１】 形状および大きさが同一であって、属性が異なるあらかじめ用意された造形要素および該造形要素が複数集合してなる塊の少なくとも一方

を蓄積する手段と、所定の三次元空間を埋める複数の、形状および大きさが同一の三次元空間要素についてそれぞれの属性に関するデータを記憶する手

段と、上記複数の三次元空間要素の位置と上記属性に関するデータとに基づいて、１造形要素および該造形要素の塊をそれぞれ一の三次元空間要素およ

び三次元空間要素が集合してなる塊に対応させて所定の造形空間に順次に配置する手段と、上記配置された造形要素の少なくとも一部を固定する手段と

を有することを特徴とする造形装置。

【請求項２】 上記固定する手段は、所定の１の属性または所定の複数の属性のいずれかを有する三次元空間要素に対応する造形要素どうしを接着する請

求項１記載の造形装置。

【請求項３】 上記三次元空間要素の属性は光学的な属性とする請求項１または２記載の造形装置。

【請求項４】 上記造形要素は上記属性に対応する光学的な性質を有する請求項３記載の造形装置。

【請求項５】 上記造形要素は上記属性に対応する材料で形成される請求項３記載の造形装置。

【請求項６】 透明の属性を有する三次元空間要素に対応する位置には上記造形要素を配置しない請求項３記載の造形装置。

【請求項７】 形状および大きさが同一であって、属性が異なるあらかじめ用意された造形要素および該造形要素が複数集合してなる塊の少なくとも一方

を蓄積する手段と、所定の三次元空間を埋める複数の、形状および大きさが同一の三次元空間要素についてそれぞれの属性に関するデータを記憶しかつ

これを三次元的に表示する手段と、上記複数の三次元空間要素の位置と上記属性に関するデータとに基づいて、１造形要素および該造形要素の塊をそれ

ぞれ一の三次元空間要素および三次元空間要素が集合してなる塊に対応させて所定の造形空間に順次に配置する手段と、上記配置された造形要素の少な

くとも一部を固定する手段とを有することを特徴とする造形装置。

【請求項８】 形状および大きさが同一であって、属性が異なるあらかじめ用意された造形要素および該造形要素が複数集合してなる塊の少なくとも一方

を蓄積するステップと、所定の三次元空間を埋める複数の、形状および大きさが同一の三次元空間要素についてそれぞれの属性に関するデータを記憶す

るステップと、上記複数の三次元空間要素の位置と上記属性に関するデータとに基づいて、１造形要素および該造形要素の塊をそれぞれ一の三次元空間

要素および三次元空間要素が集合してなる塊に対応させて所定の造形空間に順次に配置するステップと、上記配置された造形要素の少なくとも一部を固

定するステップとを有することを特徴とする造形方法。
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